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はじめに
この文書は、Microsoft® SQL Server™ 7.0 のクエリ プロセッサが分散クエリと異種クエリを可能にするために、OLE DB プロバイダとどのような相互作用を持つかを説明したものです。対象は主に OLE DB プロバイダの開発者であり、OLE DB 仕様を十分に理解していることを前提にしています。内容の重点は、SQL Server クエリ プロセッサと OLE DB プロバイダの間の OLE DB インターフェイスにあり、分散クエリの機能そのものではありません。分散クエリの機能の詳細については、「SQL Server Books Online」を参照してください。
概要と用語
Microsoft SQL Server バージョン 7.0 では、SQL Server ユーザーは分散クエリによって SQL Server ベースのサーバーの外部、つまり SQL Server を実行しているほかのサーバーまたは OLE DB インターフェイスを表示するほかのデータ ソースの内部にあるデータにアクセスすることができます。OLE DB プロバイダは異種データ ソースからテーブル形式のデータに均一にアクセスするための手段となります。
この文書で意味する分散クエリとは、1 つまたは複数の外部 OLE DB データ ソースからテーブルと行セットを参照する SELECT、INSERT、UPDATE、DELETE の各ステートメントのいずれかを指します。
リモート テーブルとは、OLE DB データ ソースの中に保存されていて、クエリを実行する SQL Server を稼働しているサーバーの外部にあるテーブルのことです。分散クエリは 1 つまたは複数のリモート テーブルにアクセスします。
OLE DB プロバイダの種類
以下は、SQL Server の分散クエリの観点に立った OLE DB プロバイダの分類です。この定義では、プロバイダは相互に排他的ではありません。特定のプロバイダが下記にあげた種類の複数のものに属することもあり得ます。
· SQL Command プロバイダ
· Index プロバイダ
· Simple Table プロバイダ
· Non-SQL Command プロバイダ
SQL Command プロバイダ
この種類に属するプロバイダは、SQL Server によって認識される SQL 標準の方言で Command オブジェクトをサポートします。特定の OLE DB プロバイダが SQL Server によって SQL Command プロバイダとして扱われるための具体的な必要条件は次のとおりです。
· プロバイダは Command オブジェクトとその必須 OLE DB インターフェイスの全部、つまり Icommand、IcommandText、IcolumnsInfo、IcommandProperties、IAccessorをサポートしなければなりません。
· このプロバイダによってサポートされる SQL 方言は最低限、ODBC 合致レベルで ODBC Core レベルか、SQL-92 合致レベルで SQL 92 エントリ レベルでなければなりません。方言はプロバイダによって DBPROP_SQLSUPPORT プロパティをとおして報告されなければなりません。
SQL Command プロバイダの例には、Microsoft OLE DB Provider for SQL Server と Microsoft OLE DB Provider for ODBC があります。
Index プロバイダ
Index プロバイダとは、OLE DB に従ってインデックスをサポート、表示し、ベース テーブルのインデックス ベースの 照合を可能にするプロバイダです。特定の OLE DB プロバイダがSQL Server によって Index プロバイダとして扱われるための具体的な必要条件は次のとおりです。
· プロバイダは IDBSchemaRowset インターフェイスを TABLES、COLUMNS、INDEXES の各スキーマ行セットでサポートしなければなりません。
· プロバイダは IOpenRowset をとおしてインデックス名と対応するベース テーブル名を指定するという形で、インデックスによる行セットのオープンをサポートしなければなりません。
· Index オブジェクトはその必須インターフェイス全部、つまり Irowset、IrowsetIndex、Iaccessor、IcolumnsInfo、IrowsetInfo、IconvertTypes をサポートしなければならない。
· インデックス付きベース テーブルに対してオープンされる (IopenRowset をとおして) 行セットは、ブックマークからのズレに基づいてbased off a bookmark 行上に位置決めするための IRowsetLocate インターフェイスをサポートしなければならない。
OLE DB プロバイダが上記の必要条件を満たしている場合、ユーザーは Index As Access Path プロバイダ オプションを設定し、プロバイダのインデックスを使用してクエリを評価するように SQL Server に強制することができます。デフォルトでは、このオプションが設定されていない限り SQL Server はプロバイダのインデックスを使用しません。
注記: SQL Server は、SQL Server から OLE DB プロバイダにアクセスする方法を指示するための種々のオプションをサポートします。これらのオプションの設定には、SQL Server Enterprise Manager の リンク サーバーのプロパティ ダイアログボックスを使用します。
Simple Table プロバイダ
これはベース テーブルに対する行セットのオープンを IOpenRowset インターフェイスをとおして表示するプロバイダです。そうしたプロバイダは、SQL Command プロバイダにも Index プロバイダにも属さず、SQL Server の分散クエリが相互作用を持つことのできる最も簡単なプロバイダに分類されます。
そうしたプロバイダに対して SQL Server が実行できるのは、分散クエリの評価時のテーブル スキャンだけです。
Non-SQL Command プロバイダ
この種類に属するプロバイダは、Command オブジェクトとその必須インターフェイスをサポートするが、SQL Server によって認識される SQL 標準の方言をサポートしないものです。
Non-SQL Command プロバイダの 2 つの例は、Microsoft OLE DB Provider for Indexing Service と Microsoft Windows NT® Active Directory Service Interfaces (ADSI) OLE DB プロバイダです。
Transact-SQL サブセット
下記にあげた Transact-SQL ステートメントはどれも分散クエリのためにサポートされているものですが、プロバイダが必要な OLE DB インターフェイスをサポートする必要があります。
· All SELECT ステートメントは使用可能ですが、宛先テーブルとしてリモート テーブルを伴うSELECT INTO は除きます。
· INSERT ステートメントは、プロバイダがテーブルへの挿入のための必要なインターフェイスをサポートしている場合に、リモート テーブルに対して使用可能です。INSERT に対する OLE DB 必要条件についての詳細は、本書の後の節「INSERT ステートメント」を参照してください。
· UPDATE および DELETE ステートメントは、プロバイダが指定のテーブルに関する OLE DB インターフェイス必要条件を満たす場合に、リモート テーブルに対して使用可能です。リモート テーブルの更新または削除が可能である OLE DB インターフェイスの必要条件とその他の条件については、本書の後の節「UPDATE および DELETE ステートメント」を参照してください。
カーソル サポート
分散クエリに対してはスナップショットおよびキーセットの両カーソルがサポートされますが、プロバイダが必要な OLE DB 機能をサポートする必要があります。分散クエリに対しては動的カーソルはサポートされません。分散クエリに対するユーザーの動的カーソルの要求は、キーセット カーソルに格下げされます。
スナップショット カーソルはカーソル オープン時にポピュレートされ(利用可能になる)、その結果セットは変化しません。元になるテーブルに対する更新、挿入、削除はカーソルに反映されません。
キーセット カーソルはカーソル オープン時にポピュレートされ、その結果セットはカーソルの有効期限のあいだは変化しません。しかし、元になるテーブルに対する更新と削除は行の参照時にカーソル中で表示可になります。元のテーブルに対する挿入で、カーソルの構成要素に影響する可能性のあるものは表示可にはなりません。
リモート テーブルは、分散クエリで定義されるカーソルをとおして更新または削除することができ、プロバイダがリモート テーブルに対する更新と削除の条件を満たす場合にはリモート テーブルが参照されます。たとえば、table UPDATE | DELETE <remote-table> WHERE CURRENT OF <cursor-name> のような場合です。詳細については、本書の後の節「UPDATE および DELETE ステートメント」を参照してください。
キーセット カーソルのサポート必要条件
分散クエリでキーセット カーソルがサポートされるのは、Transact-SQL 構文の必要条件がすべて満たされ、次の条件のどれかが存在する場合です。
· OLE DB プロバイダがクエリ中のすべてのリモート テーブルに対して再利用可能なブックマークをサポートする。再利用可能なブックマークは特定のテーブルの行セットから消費され、同じテーブルの異なる行セットに対して使用されます。再利用可能なブックマークのサポートは、IDBSchemaRowset の TABLES_INFO スキーマ行セットによって表示され、その BOOKMARK_DURABILITY 列を BMK_DURABILITY_INTRANSACTION またはそれより高い持続性 (durability) に設定します。
· リモート テーブルはすべて IDBSchemaRowset インターフェイスの INDEXES 行セットをとおして一意なキーを表示する。VARIANT_TRUE に対するUNIQUE 列設定にはインデックス エントリがなければなりません。
更新可能なキーセット カーソルの必要条件
リモート テーブルは、分散クエリで定義されるキーセット カーソルをとおして更新または削除することができ、UPDATE | DELETE <remote-table> WHERE CURRENT OF <cursor-name> のように使用します。以下の条件は分散クエリに対して更新可能なカーソルの使用が可能になる条件です。
· プロバイダがリモート テーブルに対する更新と削除の条件も満たす場合には、更新可能なカーソルが使用可能です。詳細については、本書の後の節「UPDATE および DELETE ステートメント」を参照してください。
· 更新可能なキーセット カーソルの操作はすべて読み取り反復可能分離 (read repeatable isolation) レベルまたはそれより高い分離レベルのユーザー定義トランザクションでなければなりません。また、プロバイダは分散トランザクションを ITransactionJoin インターフェイスでサポートしなければなりません。
OLE DB プロバイダ インタラクション フェーズ
分散クエリの実行シナリオにおいては次の 6 つの操作が一般的です。
· 接続確立およびプロパティ取得操作では、SQL Server が OLE DB プロバイダに接続する方法と使用するプロバイダ プロパティを指定します。
· テーブル名解決およびメタデータ取得操作では、SQL Server がリモート テーブル名 (リンク サーバー ベースの名前またはアドホック名のどちらかで指定される) をプロバイダ中の適切なデータ オブジェクトに解決する方法を指定います。これには SQL Server が分散クエリをコンパイルし、最適化するためにプロバイダから取得するテーブル メタデータも含まれています。
· トランザクション管理操作では、OLE DB プロバイダとの間のトランザクション関連インタラクションをすべて指定します。
· データ型処理操作では、SQL Server が分散クエリの処理中に OLE DB プロバイダとの間でデータをコンシュームまたはエクスポートするときの OLE DB データ型の処理方法を指定します。
· エラー処理操作では、SQL Server がプロバイダからの拡張エラー情報をどのように使用するかを指定します。
· セキュリティ操作では、SQL Server のセキュリティがプロバイダのセキュリティとどのように相互作用を持つかを指定します。
接続確立とプロパティ取得
SQL Server はリモート データ オブジェクトの名前付け規則を 2 種類サポートします。リンク サーバー ベースの4つの部分からなる名前と OPENROWSET 関数を使用するアドホック名です。
リンク サーバー ベース名
リンク サーバーは OLE DB データ ソースに対する 1 つの抽象作用の役割を果たします。リンク サーバー ベース名は 4 つの部分から構成され、<linked-server>.<catalog>.<schema>.<object> という形式をとりますが、<linked-server> はリンク サーバーの名前です。SQL Server は <linked-server> を見つけると、OLE DB プロバイダおよびプロバイダに対するデータ ソースを識別する接続属性を導き出すものと解釈します。名前のその他の部分は、OLE DB データ ソースによって具体的なリモート テーブルを識別するものとして解釈されます。
アドホック名
アドホック名は OPENROWSET 関数に基づく名前です。これには分散クエリでリモート テーブルが参照されるたびに使用されるすべての接続情報 (つまり、使用する OLE DB プロバイダ、データ ソースを識別するために必要な属性、ユーザー ID とパスワード) が含まれています。
リンク サーバー ベース名を使用した場合、SQL Server はリンク サーバー定義から、OLE DB プロバイダ名とプロバイダの初期化プロパティを抽出します。アドホック名を使用した場合、SQL Server は同じ情報を OPENROWSET 関数の引数から抽出します。4 つの部分から構成される名前を使用してリンク サーバーを設定する方法とアドホック名の構文については、SQL Server Books Online を参照してください。
OLE DB プロバイダとの接続
以下で述べるのは、SQL Server が OLE DB プロバイダに接続するときに実行する高レベルな手順です。
1. SQL Server はデータ ソース オブジェクトを作成します。
SQL Server はプロバイダの ProgID を使用し、そのデータ ソース オブジェクト (DSO) をインスタンス化します。ProgID はリンク サーバー設定の provider_name パラメータとして指定されますが、アドホック名の場合には OPENROWSET 関数の最初の引数として指定されます。
SQL Server は OLE DB サービス コンポーネント インターフェイス IDataInitialize をとおして、プロバイダの DSO をインスタンス化します。これで Service Component Manager はスクロール可能性や更新サポートのようなそのサービスをプロバイダのネイティブ機能の上に集結できるようになります。さらに、IDataInitialize をとおしてプロバイダをインスタンス化することで、OLE DB サービス コンポーネントはプロバイダへの接続をプールできるようになり、そのため接続と初期化のオーバーヘッドの一部を減らすことができます。
特定のプロバイダは設定の仕方によって、そのインスタンス化の場所を SQL Server と同じプロセス中またはそれ自身のプロセス中に指定できます。別のプロセス中にインスタンス化すると、SQL Server がプロバイダ中の異常から保護されます。同時に、OLE DB 呼び出しをSQL Server のプロセス外部に一括配置することには、パフォーマンス オーバーヘッドも伴います。プロバイダのインスタンス化をプロセス内またはプロセス外に指定するには、適切なレジスリ エントリを設定し、プロバイダ オプション Allow In Process を設定します。
OLE DB サービス コンポーネントとセッション プーリングの利用方法と、適切なレジストリ エントリを調べる方法は、プロバイダ必要条件を説明した OLE DB ドキュメントを参照してください。
2. データ ソースが初期化されます。
DSO が作成された後、IDBProperties インターフェイスは、サーバー設定オプションのリモート ログイン タイムアウトが 0 より大きい場合に、DBPROP_INIT_TIMEOUT 初期化プロパティを設定します。これは必須のプロパティです。
次のプロパティはリンク サーバー定義または OPENROWSET 関数の第 2 引数に指定または暗黙に示されている場合に設定されます。
· DBPROP_INIT_PROVIDERSTRING 

· DBPROP_INIT_DATASOURCE 

· DBPROP_INIT_LOCATION 

· DBPROP_INIT_CATALOG

· DBPROP_AUTH_USERID 

· DBPROP_AUTH_PASSWORD

上記のプロパティが設定された後、IDBInitialize::Initialize が呼び出され、DSO が指定のプロパティで初期化されます。
3. SQL Server はプロバイダ固有の情報を収集します。
SQL Server は分散クエリの評価に使用する数個のプロバイダ プロパティを収集します。これらのプロパティは IDBProperties::GetProperties を呼び出して取得されます。こけらのプロパティはすべてオプショナルです。しかし、関連するプロパティをすべてサポートすれば、SQL Server がプロバイダの機能を十分に利用できるようになります。たとえば、DBPROP_SQLSUPPORT は SQL Server がクエリをプロバイダに送信できるかどうかを決定するために必要です。このプロパティがサポートされていない場合、SQL Server はリモート プロバイダが SQL command プロバイダであったとしても、その扱いをしません。下記の表で、デフォルト値の欄は、プロバイダがそのプロパティをサポートしない場合に SQL Server が取る値を表しています。

	プロパティ
	デフォルト値
	用途

	DBPROP_DBMSNAME
	
	エラー メッセージに使用。

	DBPROP_DBMSVER
	
	エラー メッセージに使用。

	DBPROP_PROVIDERNAME
	
	エラー メッセージに使用。

	DBPROP_PROVIDEROLEDBVER
	
	2.0 の機能が使用可能かどうかを決定するのに使用。

	DBPROP_CONCATNULLBEHAVIOR
	
	プロバイダの NULL 連結動作が SQL Server の動作と同じかどうかを決定するのに使用。

	DBPROP_NULLCOLLATION
	
	NULLCOLLATION が SQL Server の NULL 照合動作と一致する場合のみ並べ替え/インデックスを使用可能にする。

	DBPROP_OLEOBJECTS
	なし
	プロバイダがラージ データ オブジェクト列に対し構造化ストレージ インターフェイスをサポートするかどうかを決定する。

	DBPROP_STRUCTUREDSTORAGE
	なし
	ラージ オブジェクト型に対してどの構造化ストレージ インターフェイス (IlockBytes、Istream、IsequentialStreamのうちから) をサポートするかを決定する。

	DBPROP_MULTIPLESTORAGEOBJECTS
	False
	複数のラージ オブジェクト列を同時にオープンできるかどうかを決定する。

	DBPROP_SQLSUPPORT
	なし
	SQL クエリをプロバイダに送信できるかどうかを決定する。

	DBPROP_CATALOGLOCATION
	
	複数部分からなるテーブル名を構成するのに使用する。

	SQLPROP_DYNAMICSQL
	False
	SQL Server 固有のプロパティ。戻り値が VARIANT_TRUE なら、パラメータ化されたクエリの実行にパラメータ マーカー「?」がサポートされることを意味する。

	SQLPROP_NESTEDQUERIES
	False
	SQL Server 固有のプロパティ。戻り値が VARIANT_TRUE なら、パラメータ化されたクエリの実行にパラメータ マーカー「?」がサポートされることを意味する。


次の 3 つのリテラルは、IDBInfo::GetLiteralInfo から取得されます。DBLITERAL_CATALOG_SEPARATOR、DBLITERAL_SCHEMA_SEPARATOR (カタログ名、スキーマ名、オブジェクト名が与えられたときに完全なオブジェクト名を構成する)、および DBLITERAL_QUOTE (プロバイダに送信された SQL クエリ中で識別名を囲む引用符)。
プロバイダが区切り文字リテラルをサポートしない場合、SQL Server はピリオド (.) をデフォルトの区切り文字として使用します。プロバイダがカタログ区切り文字だけをサポートし、スキーマ区切り文字をサポートしない場合、SQL Server はカタログ区切り文字をスキーマ区切り文字にも使用します。プロバイダが DBLITERAL_QUOTE をサポートしない場合、SQL Server は単一引用符 (') を引用符として使用します。
注記: プロバイダの名前区切り文字リテラルが上記のデフォルト値と一致しない場合、プロバイダはそれらを IDBInfo をとおして表示し、SQL Server が 4 つの部分からなる名前を使用してそのテーブルにアクセスできるようにしなければなりません。これらのリテラルが表示されない場合、そうしたプロバイダに対しては、パススルー クエリしか使用できません。
SQLPROP_DYNAMICSQL および SQLPROP_NESTEDQUERIES プロパティの表示についての詳細は、付録 C 、「SQL Server 固有のプロパティ」を参照してください。
テーブル名解決とメタデータ取得
SQL Server は分散クエリの中で与えられたリモート テーブル名を OLE DB データ ソース中の特定のテーブルまたはビューに解決します。リンク サーバー ベースまたはアドホックのどちらの名前付け規則に従っても、その名前の 3 つの部分からプロバイダによって解釈される名前が生成されます。リンク サーバー ベース名の場合、4つの部分からなる名前の後ろ 3 つの部分が、カタログ名、スキーマ名、オブジェクト名です。アドホック名の場合、OPENROWSET 関数の第 3 引数がカタログ名、スキーマ名、オブジェクト名を表す 3 つの部分からなる名前です。カタログ名とスキーマ名は、どちらか片方または両方が空白であってもかまいません (4 つの部分からなる名前で、カタログ名とスキーマ名が空白のときは、<server-name>... <object-name> のようになる)。そのような場合、SQL Server は NULL をそれに対応する値として使用し、スキーマ行セット テーブルを探します。
SQL Server が名前解決規則とメタデータ取得にどのような手順を取るかは、プロバイダが Session オブジェクトに対して IDBSchemaRowset インターフェイスをサポートするかに依存します。
IDBSchemaRowset がサポートされる場合は、IDBSchemaRowset インターフェイスから TABLES、COLUMNS、INDEXES、TABLES_INFO の各スキーマ行セットが使用されます (TABLES_INFO スキーマ行セットは OLE DB 2.0 で定義されている)。SQL Server は IDBSchemaRowset インターフェイスによって戻されるスキーマ行セットを制限し、指定のリモート テーブル名の各部分に一致するスキーマ行を検索します。下記で述べているのは、プロバイダによってサポートされるスキーマに対する制限に関連する規則と、SQL Server がそれらを使用してリモート テーブルのメタデータを取得する方法です。
· TABLE_NAME 列と COLUMN_NAME 列に対する制限は必ず必要です。
· プロバイダが TABLE_CATALOG (または TABLE_SCHEMA) に対する制限をサポートする場合、SQL Server はその制限を TABLE_CATALOG (または TABLE_SCHEMA) に対して使用します。リモート テーブル名中でカタログ (またはスキーマ) 名が指定されていない場合、それに相当する値として NULL 値が使用されます。カタログ (またはスキーマ) 名が指定されている場合、プロバイダは TABLE_CATALOG (または TABLE_SCHEMA) に対してそれに対応する制限をサポートしなければなりません。
· プロバイダは、TABLES および COLUMNS の両方で TABLE_SCHEMA 列に対する制限をサポートする、どちらもサポートしない、のいずれかでなければなりません。プロバイダは、TABLES および COLUMNS の両行セットに対するカタログ名制約をサポートする、どちらもサポートしない、のいずれかでなければなりません。
· INDEXES に対して何らかの制限がサポートされる場合、プロバイダは、TABLES と INDEXES の両方に対するスキーマ制限をサポートする、どちらもサポートしない、のいずれかでなければなりません。プロバイダは、TABLES と INDEXES の両行セットに対するカタログ名制限をサポートする、どちらもサポートしない、のいずれかでなければなりません。
TABLES スキーマ行セットから、SQL Server は 上記の規則に従って制限を設定し、TABLE_CATALOG、TABLE_SCHEMA、TABLE_NAME、TABLE_TYPE、TABLE_GUID の各列を取得します。
COLUMNS スキーマ行セットから、SQL Server は TABLE_CATALOG、TABLE_SCHEMA、TABLE_NAME、COLUMN_NAME、COLUMN_GUID、ORDINAL_POSITION、COLUMN_FLAGS、IS_NULLABLE、DATA_TYPE、TYPE_GUID、CHARACTER_MAXIMUM_LENGTH、NUMERIC_PRECISION、NUMERIC_SCALE の各列を取得します。COLUMN_NAME、DATA_TYPE、ORDINAL_POSITION は、NULL以外の有効な値を戻さなければなりません。DATA_TYPE が DBTYPE_NUMERIC または DBTYPE_DECIMAL なら、それに対応する NUMERIC_PRECISION と NUMERIC_SCALE は NULL 以外の有効な値でなければなりません。
オプショナルの INDEXES スキーマ行セットから、SQL Server は上記の規則に従って制限を設定し、指定のリモート テーブルに対するインデックスを検索します。そうして見つけた一致するインデックス エントリから、SQL Server は TABLE_CATALOG、TABLE_SCHEMA、TABLE_NAME、INDEX_CATALOG、INDEX_SCHEMA、INDEX_NAME、PRIMARY_KEY、UNIQUE、CLUSTERED、FILL_FACTOR、ORDINAL_POSITION、COLUMN_NAME、COLLATION、CARDINALITY、PAGES の各列を取得します。
オプショナルの TABLES_INFO 行セットから、SQL Server は指定のリモート テーブルでブックマーク サポート、ブックマークのタイプと長さのような付加情報を検索します。TABLES_INFO 行セットの列は DESCRIPTION 列を除くすべての列が使用されます。TABLES_INFO 行セットの情報は次のような用途に使用されます。
· BOOKMARK_DURABILITY 列は、より効率的なキーセット カーソルをインプリメントするために使用されます。この列の値が BMK_DURABILITY_INTRANSACTION またはそれより高い耐久性の値である場合、SQL Server はキーセット カーソルをインプリメントするために、ブックマーク ベースでのリモート テーブルの取得と更新を使用します。
· BOOKMARK_TYPE、BOOKMARK_DATA TYPE、BOOKMARK_MAXIMUM_LENGTH の各列は、クエリのコンパイル時にブックマーク メタデータを決定するために使用されます。これらの列がサポートされない場合、SQL Server はコンパイル時に IOpenRowset をとおしてベース テーブル行セットをオープンします。
IDBSchemaRowset がサポートされず、リモート テーブル名にカタログ名またはスキーマ名が含まれている場合、SQL Server は IDBSchemaRowset を必要とするので、エラーを戻します。しかし、カタログ名もスキーマ名も含まれていない場合、SQL Server はリモート テーブルに対応する行セットをオープンし、その行セット オブジェクトの必須 IColumnsInfo インターフェイスから列メタデータを取得します。
SQL Server は IOpenRowset::OpenRowset を呼び出すことで、テーブルに対応する行セットをオープンします。OPENROWSET に渡されるテーブル名は,カタログ名、スキーマ名、オブジェクト名の各部分から構成されます。
· 名前の各部分 (カタログ名、スキーマ名、オブジェクト名) はプロバイダの引用符 (DBLITERAL_QUOTE) で囲まれ、あいだに DBLITERAL_CATALOG_SEPARATOR 文字と DBLITERAL_SCHEMA_SEPARATOR 文字が埋め込まれて連結されます。名前の構成は IOpenRowset の OLE DB 規則に従います。
· テーブルの列メタデータは、行セット オブジェクトのオープン後に IColumnsInfo::GetColumnInfo をとおし、取得されます。
TABLES、COLUMNS、TABLES_INFO の各行セットで IDBSchemaRowset がサポートされない場合、SQL Server はベース テーブルに対する行セットを 2 度オープンします。メタデータを取得するためにクエリをコンパイルするときに 1 回と、クエリの実行時に 1 回です。行セットのオープンによる副作用を被るプロバイダ (たとえば、リアルタイム デバイスの状態を変えてしまう実行コード、電子メールの送信、任意のユーザー供給コードの実行など) はこの動作に注意しなければなりません。
トランザクション管理
SQL Server は分散データに対するトランザクション ベースのアクセスを、プロバイダのOLE DB インターフェイス、ITransactionLocal (ローカル トランザクション用) と ITransactionJoin (分散トランザクション用) を使用してサポートします。プロバイダに対してローカル トランザクションを開始させることで、SQL Server はアトミックな (原子性をもった)書き込み操作を保証します。分散トランザクションを使用することで、SQL Server は複数ノードが関与するトランザクションがどのノードでも必ず同じ結果 (コミットまたはアボート) になるようにします。プロバイダが必須の OLE DB トランザクション関連インターフェイスをサポートしない場合、そのプロバイダに対する更新操作はローカル トランザクション コンテキストによっては認められないことがあります。
下記の表は、プロバイダの機能とローカル トランザクション コンテキストがあるものとし、ユーザーが分散クエリを実行したときに何が起きるかを説明したものです。プロバイダに対する読み取り操作とは、SELECT ステートメントの使用またはリモート テーブルを SELECT INTO、INSERT、UPDATE、DELETE のいずれかのステートメントの入力側に読み込むことを意味します。プロバイダに対する書き込み操作とは、宛先テーブルとしてリモート テーブルを伴う INSERT、UPDATE、 DELETE のいずれかのステートメントを意味します。
	分散クエリの発生場所
	プロバイダは ITransactionLocal をサポートしない。
	プロバイダは ITransactionLocal をサポートするが、ItransactionJoin をサポートしない。
	プロバイダは ITransactionLocal と ItransactionJoin の両方をサポートする。


すべてのステートメントが使用可能です。キーセット カーソルは読み取り専用です。

	現在の SQL Server セッションの分離レベルで、プロバイダに対してローカル トランザクションが開始され、ステートメントの評価が順調に終了した後にコミットされます。



	ユーザー トランザクション中 (つまり、BEGIN TRAN または BEGIN DISTRIBUTED TRAN と COMMIT のあいだ)。
	トランザクションの分離レベルが READ COMMITTED (デフォルト) 以下である場合、読み取り操作は可能です。
分離レベルがそれより高い場合、分散クエリは許可されません。
	読み取り操作だけが可能です。
現在の SQL Server セッションの分離レベルで、プロバイダに対して新しい分散トランザクションが開始されます。
	すべてのステートメントが使用可能です。現在の SQL Server セッションの分離レベルで、プロバイダに対して新しい分散トランザクションが開始され、ユーザー トランザクションがコミットする時点でコミットされます。データ変更ステートメントについては、デフォルトにより SQL Server は分散トランザクションの下にネストしたトランザクションを開始し、データ変更ステートメントが特定のエラー条件の下で停止しても、その周囲のトランザクションが停止しないようにします。XACT_ABORT SET オプションがオンになっている場合、SQL Server はネストしたトランザクションのサポートする必要がなく、データ変更ステートメントの実行中にエラーが発生しても、その周囲のトランザクションは停止しません。


分散クエリでのデータ型処理
OLE DB プロバイダはそのデータを OLE DB 定義のデータ型 (OLE DB の DBTYPE で表される) という観点から表示します。SQL Server はサーバー内部の外部データを SQL Server にネイティブな型として処理します。このため、OLE DB データ型は SQL Server にネイティブな型にマッピングされ、SQL Server によってデータがコンシュームまたはエクスポートされるときにはそれぞれ逆のマッピングが発生します。このマッピングは特別な指示がない限り、暗黙的に行われます。
分散クエリでは、データ型は次のマッピング方法のどちらかを使用して処理されます。
· コンシューマ側マッピング: OLE DB データ型がコンシューマ側の SQL Server にネイティブなデータ型にマッピングされるもので、SELECT ステートメント中と INSERT、UPDATE、DELETE の各ステートメントの入力側にリモート テーブルが現れるときです。
· エクスポート側マッピング: SQL Server のデータ型がエクスポート側の OLE DB データ型にマッピングされるもので、INSERT または UPDATE ステートメントの宛先テーブルとしてリモート テーブルが現れるときです。
	OLE DB のデータ型
	DBCOLUMNFLAG
	SQL Server のデータ型

	DBTYPE_I1*
	
	numeric(3, 0)

	DBTYPE_I2
	
	smallint

	DBTYPE_I4
	
	int

	DBTYPE_UI8
	
	numeric(19,0)

	DBTYPE_UI1
	
	tinyint

	DBTYPE_UI2*
	
	numeric(5,0)

	DBTYPE_UI4*
	
	numeric(10,0)

	DBTYPE_UI8*
	
	numeric(20,0)

	DBTYPE_R4
	
	float

	DBTYPE_R8
	
	real

	DBTYPE_NUMERIC
	
	numeric

	DBTYPE_DECIMAL
	
	decimal

	DBTYPE_CY
	
	money

	DBTYPE_BSTR
	DBCOLUMNFLAGS_ISFIXEDLENGTH=true
または最大長 > 4000 文字
	ntext

	DBTYPE_BSTR
	DBCOLUMNFLAGS_ISFIXEDLENGTH=true
	nchar

	DBTYPE_BSTR
	DBCOLUMNFLAGS_ISFIXEDLENGTH=false
	nvarchar

	DBTYPE_IDISPATCH
	
	エラー

	DBTYPE_ERROR
	
	エラー

	DBTYPE_BOOL
	
	ビット

	DBTYPE_VARIANT*
	
	nvarchar

	DBTYPE_IUNKNOWN
	
	エラー

	DBTYPE_GUID
	
	uniqueidentifier

	DBTYPE_BYTES
	DBCOLUMNFLAGS_ISLONG=trueまたは最大長 > 8000
	image

	DBTYPE_BYTES
	DBCOLUMNFLAGS_ISROWVER=true,
DBCOLUMNFLAGS_ISFIXEDLENGTH=true,
列サイズ = 8
	timestamp

	DBTYPE_BYTES
	DBCOLUMNFLAGS_ISFIXEDLENGTH=true
	binary

	DBTYPE_BYTES
	DBCOLUMNFLAGS_ISFIXEDLENGTH=true
	varbinary

	DBTYPE_STR
	DBCOLUMNFLAGS_ISFIXEDLENGTH=true
	char

	DBTYPE_STR
	DBCOLUMNFLAGS_ISFIXEDLENGTH=true
	varchar

	DBTYPE_STR
	DBCOLUMNFLAGS_ISLONG=true または最大長> 8000 文字
	text

	DBTYPE_WSTR
	DBCOLUMNFLAGS_ISFIXED=true
	nchar

	DBTYPE_WSTR
	DBCOLUMNFLAGS_ISFIXEDLENGTH=true
	nvarchar

	DBTYPE_WSTR
	DBCOLUMNFLAGS_ISLONG=true または最大長> 4000 文字
	ntext

	DBTYPE_UDT
	
	エラー

	DBTYPE_DATE*
	
	datetime

	DBTYPE_DBDATE
	
	datetime (明示的な変換が必要)

	DBTYPE_DBTIME
	
	datetime (明示的な変換が必要)

	DBTYPE_DBTIMESTAMP*
	
	datetime

	DBTYPE_ARRAY
	
	エラー

	DBTYPE_BYREF
	
	無視

	DBTYPE_VECTOR
	
	エラー

	DBTYPE_RESERVED
	
	エラー


* SQL Server には等価なデータ型がないので、何らかの変換によって SQL Server のデータ型に表現することを表しています。そうした変換では精度の低下、オーバーフロー、アンダーフローが発生することがあります。デフォルトの暗黙的なマッピングは、将来の SQL Server リリースでの対応するデータ型のサポートに伴って変更することがあります。
注記: numeric(p,s) は、SQL Server のデータ型 numeric で、精度が p 、小数点の桁数フィールドが s を意味しています。DBTYPE_NUMERIC と DBTYPE_DECIMAL に認められる最大精度は 38 です。プロバイダは DBTYPE_BSTR 列のアクセサーを作成している間は DBTYPE_WSTR とするバインディングをサポートしなければなりません。DBTYPE_VARIANT 列は Unicode 文字列 nvarchar としてコンシュームされます。このためにはプロバイダが DBTYPE_VARIANT 型から DBTYPE_WSTR 型への変換をサポートする必要があります。プロバイダはこの変換を OLE DB で定義されているものとしてインプリメントする見込みです。詳細については、付録 A 「OLE DB 仕様のデータ型」を参照してください。
表の見方
SQL Server のデータ型へのマッピングは、OLE DB データ型と列またはスカラー値を表す DBCOLUMNFLAGS 値によって決定されます。COLUMNS スキーマ行セットの場合は、DATA_TYPE 列と COLUMN_FLAGS 列がこれらの値を表しています。IColumnsInfo::GetColumnInfo インターフェイスの場合は、DBCOLUMNINFO 構造の wType および dwFlags メンバがこの情報を表しています。
具体的な DBTYPE と DBCOLUMNFLAG の値を持つ特定の列をコンシューマ側マッピングするには、表中でそれに対応する SQL Server のデータ型を探します。式におけるリモート テーブルからの列に対する型規則は、次のような簡潔な規則で述べることができます。
Transact-SQL 式において、特定のリモート列の値が有効であるのは、表中でそれに対応するマッピング後の SQL Server のデータ型が同じコンテキストで有効である場合である。
この表と規則は次のものを定義しています。
· 比較と式
一般に、X <op> <remote-column> が有効な式であるのは、<op> が X のデータ型と <remote-column> がマッピングされるデータ型に対する有効な演算子である場合です。
· 明示的な変換
Convert(X, <remote-column>) が有効であるのは、<remote-column> の DBTYPE がネイティブなデータ型 Y (上記の表に従う) にマッピングされ、Y から X への明示的な変換が可能であるときです。
リモート データをデフォルト以外のネイティブなデータ型に変換したい場合は、明示的な変換を使用しなければなりません。
UPDATE および INSERT ステートメントの場合にリモート テーブルに対してエクスポート側マッピングを使用するには、同じ表を使用して SQL Server にネイティブなデータ型を OLE DB データ型にマッピングします。SQL Server のデータ型 S1 から特定の OLE DB データ型へのマッピングが有効であるのは、次のどちらかが満たされるときです。
· 対応するマッピングを表 2 で見つけることができる。
· S1 を別の SQL Server データ型 S2 に暗黙的な変換が有効である。S2 が表 2 のデータ型 T にマッピングされる。
ラージ オブジェクトの処理
表からわかるように、データ型が DBTYPE_STR、DBTYPE_WSTR、DBTYPE_BSTRのいずれかである列が DBCOLUMNFLAGS_ISLONG をも報告する場合、あるいはその最大長が 4000 文字を超える場合、SQL Server はそれらを text 列または ntext 列のどちらか該当する型として処理します。同様に、DBTYPE_BYTES 列についても、DBCOLUMNFLAGS_ISLONG がセットされているか、最大長が 8000 バイトを超える場合、その列は image 列として処理されます。
SQL Server は OLE DB プロバイダからのラージ オブジェクトに対しては全文機能と画像機能を表示しません。TEXTPTRS は OLE DB プロバイダからのラージ オブジェクトに対してはサポートされません。ですから、その関連機能である TEXTPTR 関数や READTEXT、WRITETEXT、UPDATETEXTの各ステートメントなどはいずれもサポートされません。ラージ オブジェクト列を取得する SELECT ステートメントはサポートされ、リモート テーブル中のラージ オブジェクト列全体に対する UPDATE および INSERT ステートメントと同様です。
SQL Server が分散クエリをとおしてラージ オブジェクト列にアクセスできるようにするためには、プロバイダがラージ オブジェクトに対する次のような構造化ストレージ インターフェイスを最低 1 つサポートしなければなりません。優先度と機能の順に、IsequentialStream、Istream、IlockBytes です。したがって、プロバイダは IDBProperties インターフェイスをとおして DBPROP_OLEOBJECTS プロパティの値が照会されたときに、その値として DBPROPVAL_OO_BLOB を戻さなければなりません。さらに、プロバイダは上記のインターフェイスの最低 1 つをサポートすることを DBPROP_STRUCTUREDSTORAGE property プロパティによって示さなければなりません。
ラージ オブジェクト列へのアクセス
クエリの実行時に、SQL Server はラージ オブジェクト列を取得するために次の手順を実行します。
1. IOpenRowset::OpenRowset をとおして行セットをオープンする前に、SQL Server はラージ オブジェクト列に対する 1 つまたは複数の構造化ストレージ インターフェイス (IsequentialStream、Istream、ILockBytes) を要求します。プロバイダがサポートする 1 つめのインターフェイスは必須です。その他のインターフェイスは対応する DBPROP 構造の dwOptions 要素を DBPROPOPTIONS_SETIFCHEAP に設定することで、「set if cheap」として要求されます。たとえば、プロバイダが ISequentialStream と IlockBytes の両方をサポートする場合、ISequentialStream は必須であり、ILockBytes は「set if cheap」として要求されます。
2. 行セットがオープンした後、SQL Server は IRowsetInfo::GetProperties を使用して行セット中で実際に使用できるインターフェイスを明確にします。プロバイダが戻す最後の、あるいは最も優先度の高いインターフェイスが使用されます。SQL Server ラージ オブジェクト列に対してアクセサーを作成するときに、その列は DBTYPE_IUNKNOWN としてバインドされ、そのバインディングによって DBOBJECT 構造の iid  要素がそのインターフェイスに設定されます。
ラージ オブジェクト列からの読み取り
ラージ オブジェクト列からの読み取りには、IRowset::GetData の行バッファに戻される要求した構造化ストレージ インターフェイスのインターフェイス ポインタを使用します。プロバイダが複数のラージ オブジェクトの同時オープンをサポートせず (つまり、DBPROP_MULTIPLE_STORAGEOBJECTS をサポートしない)、行に複数のラージ オブジェクト列がある場合、SQL Server はラージ オブジェクト列をローカル作業テーブルにコピーします。
ラージ オブジェクト列に対する UPDATE および INSERT ステートメント
SQL Server はプロバイダ提供のインターフェイスを使用してストレージ オブジェクトを変更するのではなく、プロバイダに新しいストレージ オブジェクトへのポインタを渡します。各ラージ オブジェクト列ごとにその値が、選択した構造化ストレージ インターフェイスで作成されたストレージ オブジェクトに対して更新または挿入に使用されます。その操作が UPDATE または INSERT のどちらであるかによって、ストレージ オブジェクトへのポインタがそれぞれ、IRowsetChange::SetData または IRowsetChange::InsertRow をとおしてプロバイダに渡されます。
エラー処理
OLE DB プロバイダに対する具体的なメソッドの呼び出しでエラー コードが戻されたとき、SQL Server はプロバイダの拡張エラー情報を探したうえで、エラー条件についての情報をユーザーに戻します。
SQL Server は OLE DB によって指定された OLE DB エラー オブジェクトを使用します。その高レベルな手順は次のとおりです。
1. メソッドの呼び出しに対してプロバイダからエラー コードが戻されると、SQL Server は ISupportErrorInfo インターフェイスを探します。このインターフェイスがサポートされている場合、SQL Server は ISupportErrorInfo::InterfaceSupportsErrorInfo を呼び出し、エラー オブジェクトがエラー コードを生成したインターフェイスによってサポートされているかどうかを確認します。
2. エラー オブジェクトがそのインターフェイスによってサポートされる場合、SQL Server は GetErrorInfo 関数を呼び出して、現在のエラー オブジェクトに対する IErrorInfo インターフェイス ポインタを取り出します。
3. SQL Server は IErrorInfo インターフェイスを使用して IErrorRecords インターフェイスへのポインタを取り出します。
4. SQL Server は IErrorRecords を使用してオブジェクト中のすべてのエラー レコードを一巡し、各レコードに対応するエラー メッセージ テキストを取り出します。
プロバイダのエラー オブジェクトがどのように使用されるかについての詳細は、OLE DB ドキュメントを参照してください。
セキュリティ
コンシューマが OLE DB プロバイダに接続すると、プロバイダは一般にユーザー ID とパスワードを提供しますが、コンシューマが統合セキュリティ ユーザーとしての認証を望む場合は別です。分散クエリの場合、SQL Server は分散クエリを実行する SQL Server ログインに代わって OLE DB プロバイダのコンシューマの役割を果たします。SQL Server は現在の SQL Server ログインをリンク サーバー上のユーザー ID とパスワードにマッピングします。
これらのマッピングはユーザー側が特定のリンク サーバーに対して指定することができ、システム ストアド プロシージャ、sp_addlinkedsrvlogin と sp_droplinkedsrvlogin で設定することができます。sp_addlinkedserver を使用してリンク サーバーを作成するときは、同じログインとパスワードの下にリンク サーバーに接続されたすべてのローカル ログインを示すデフォルトの自己マッピング self-mapping も作成されます。このデフォルトのマッピングは個々のログインのマッピングを作成することで削除または無効にすることができます。IDBProperties::SetProperties をとおして初期化グループ プロパティ DBPROP_AUTH_USERID と DBPROP_AUTH_PASSWORD を設定することで、マッピングによって決定されたユーザー ID とパスワードは接続確立時にプロバイダに渡されます。
クライアントがWindows NT 認証をとおして SQL Server に接続するときには、SQL Server はその Windows NT 認証をプロバイダに伝達しません。この場合、リンク サーバーにアクセスできるためにはWindows NT によって認証されたログインが特定のユーザー ID とパスワードにマッピングされなければなりません。
接続に使用するセキュリティ コンテキストが決定された後、このセキュリティ コンテキストを認証し、そのコンテキストをデータ ソース中のオブジェクトと突き合わせて権限を検査するのは、全面的に OLE DB プロバイダの責任になります。
sp_addlinkedsrvlogin と sp_droplinkedsrvlogin についての詳細は、SQL Server Books Online を参照してください。
クエリ実行シナリオ
分散クエリを評価するときに、SQL Server は次のようなシナリオを 1 つ以上含む中で OLE DB プロバイダと相互作用を持ちます。
· リモート クエリ
· インデックス付きアクセス
· 単なるテーブル スキャン
· UPDATE および DELETE ステートメント
· INSERT ステートメント
· パス スルー クエリ
リモート クエリ
SQL Server はプロバイダが全体として評価できる元のクエリの一部を評価する SQL クエリを生成します。このシナリオは SQL Command プロバイダに対してのみ可能です。SQL Server がリモート クエリを生成するために使用する SQL 文法のサブセットについては、付録 B 「リモート クエリを生成するための SQL サブセット」を参照してください。
SQL Server がリモート実行する SQL テキストを生成するときには、テーブル名と列名は IDBInfo インターフェイスの DBLITERAL_QUOTE リテラルによって報告されたプロバイダの引用符で囲まれます。このリテラルがサポートされない場合、テーブル名と列名は引用符で囲まれません。
プロバイダがパラメータ化されたクエリの実行をサポートする場合、SQL Server はパラメータ化されたクエリの実行プランの戦略を考慮し、リモート テーブルとローカル テーブルの結合を評価します。パラメータ化されたクエリは、ローカル テーブルの各行から生成されたパラメータ値ごとに反復して実行されます。この戦略を用いると、プロバイダから取得される行数が減るので、行数の少ないローカル テーブルと行数の多いリモート テーブルとを結合するときに有益です。このリモート結合戦略は REMOTE結合オプティマイザ ヒント によって実施することができます。パラメータ化されたクエリの実行についての詳細は、SQL Server Books Online を参照してください。
以下に述べるのは、リモート クエリ シナリオにおいてプロバイダに対して実行される高レベルな手順です。
1. SQL Server は IDBCreateCommand::CreateCommand を使用して Session オブジェクトから Command オブジェクトを作成します。
2. サーバー設定オプション、Remote Query Timeout の設定値が 0 より大きい場合、SQL Server は Command オブジェクトに対する DBPROP_COMMANDTIMEOUT プロパティを ICommandProperties::SetProperties を使用してそれと同じ値に設定します。コマンド テキストを生成されたTransact-SQL 文字列に設定するためには、ICommand::SetCommandText を呼び出さなければなりません。
3. SQL Server は ICommandPrepare::Prepare を呼び出してコマンドを準備します。プロバイダがこのインターフェイスをサポートしない場合、SQL Server は手順 4 に進みます。
4. 生成されたクエリがパラメータ化されている場合、SQL Server は ICommandWithParameters::SetParameterInfoを使用してパラメータを記述し、IAccessor::CreateAccessor を使用してパラメータのアクセサーを作成します。
5. SQL Server は ICommand::Execute を呼び出してコマンドを実行し、行セットを作成します。
6. SQL Server は IRowset インターフェイスを使用してテーブルの行をナビゲートし、コンシュームします。行のフェッチには IRowset::GetNextRows、行セットの先頭へ戻るには IRowset::RestartPosition、行の開放には IRowset::ReleaseRows を使用します。
リモート クエリの実行に関連するプロバイダ プロパティ
SQL Server がクエリの実行をプロバイダに委任できる範囲は、プロバイダがサポートする Transact-SQL 文法によって決まってきます。
ほとんどの場合、SQL Server はリモート実行するクエリ文字列を生成するときには、クエリの FROM 句中にネストした SELECT ステートメントを使用します。ネストした SELEC Tのサポートは SQL-92 エントリ レベルでは必須でないため、SQL Server はデフォルトではネストした SELECT ステートメントを含むクエリの実行をプロバイダに委任しません。しかし、プロバイダは SQLPROP_NESTEDQUERIES という名前の SQL Server 固有プロパティを IDBProperties をとおしてサポートすることができ、それによって SQL Server はネストしたクエリを利用できるようになります。あるいは、管理者が特定のプロバイダのプロバイダ オプション Nested Queries を、SQL Server がそのプロバイダに対するネストしたクエリを生成するように設定するという方法もあります。
SQL Server は疑問符 (?) のついたパラメータ化されたクエリ実行を Transact-SQL 文字列中でパラメータ マーカーとして使用します。パラメータ化されたクエリの実行は、SQL Server、Jet、Oracle OLE DB の各プロバイダに対して使用されます。ほかのプロバイダに対してはパラメータ化されたクエリの実行が使用されるのは、そのプロバイダが Command オブジェクトに対して ICommandWithParameters をサポートすると同時に、次の条件を最低1つ満たす場合です。
· プロバイダは SQL Server のサポートのレベルを DBPROP_SQLSUPPORT プロパティによって表示する。
· プロバイダは疑問符 (?) をパラメータ マーカーとしてサポートすることを、IDBProperties によって SQL Server 固有のプロパティ、SQLPROP_DYNAMICSQLをサポートすることで表示する。詳細については、付録 C 「SQL Server 固有のプロパティ」を参照してください。
· 管理者はプロバイダに対して Dynamic Parameters プロバイダ オプションを設定し、SQL Server がパラメータ化されたクエリを生成するようにしている
文字セットと並べ替え順の影響
SQL Server では非Unicode (ANSI コード ページに基づくもの) の文字列データのために、サーバー全体の文字セット コード ページがあります。また、Unicode と非Unicode の両方の文字セットに対するサーバー全体の並べ替え順も定義されています。文字列の比較と分散クエリで文字列の比較と並べ替えに使用される並べ替え順は、つねにサーバーのローカルな並べ替え順です。同様に、リモート テーブルからの非 Unicode 文字列データは、ローカルな SQL Server で定義されているコード ページに従って解釈されます。
SQL Server が文字列の比較をプロバイダに委任するのは、リンク サーバーの使用する文字セット (非 Unicode データのため)、並べ替え順、文字列比較セマンティックスが、ローカル サーバーが使用するもの同じである場合だけです。
リンク サーバーの場合、SQL Server は文字セットと並べ替え順に互換性があるかどうかを自動的に決定します。その他のプロバイダについては、管理者が SQL Server にリンク サーバーの文字セット、並べ替え順、文字列比較セマンティックス構文がローカル SQL Server のものと同じであるかどうかを SQL Server に知らせなければなりません。セマンティックスが同じなら、ストアド プロシージャ sp_serveroption を使用すればリンク サーバー オプション Collation Compatible を true に設定することができます。このオプションを true に設定しなければならないのは、次の条件がともに満たされる場合だけです。
· リモート サーバーの並べ替え順と文字セットがローカル SQL Server のものと同じである。
· OLE DB プロバイダが使用する文字列比較セマンティックスが、SQL-92 規格の仕様に従っているか、SQL Server の比較セマンティックスと等価である。
インデックス付きアクセス
SQL Server は分散クエリの特定の述語を評価するために、プロバイダによって示されたインデックスを使用します。このシナリオが可能であるのは、Index プロバイダに対してのみで、それもユーザーがプロバイダ オプション Index as Access Path をセットしているときだけです。次に述べる手順は、SQL Server がインデックスを使用したクエリの実行時に、SQL Server がプロバイダに対して実行する高レベルな手順です。
1. フル テーブル名とフル インデックス名を指定する IOpenRowset::OpenRowset によってインデックス行セットをオープンします。フル テーブル名とフル インデックス名はリモート クエリ シナリオで説明した手順で生成されます。
2. フル テーブル名を指定する IOpenRowset::OpenRowset によってベース テーブル行セットをオープンします。
3. IRowsetIndex::SetRange をとおしてクエリの述語に基づくインデックス行セット index rowset の範囲を設定します。
4. そのインデックス行セットに対する IRowset によってインデックス行セットをスキャンします。
5. 取得したインデックス行のブックマーク列を使用して、IRowsetLocate::GetRowsByBookmark をとおしてベース テーブル行セットの対応する行をフェッチします。
行セット プロパティ、DBPROP_IRowsetLocate と DBPROP_BOOKMARKS は、ベース テーブルに対してオープンされた行セットでは必須です。
単なるテーブル スキャン
SQL Server はプロバイダからのリモート テーブル全体のスキャンとクエリ評価をすべてローカルに実行します。テーブルに対応する行セットは、IOpenRowset::OpenRowset を呼び出してオープンされます。SQL Server は OPENROWSET に供給するテーブル名を、次のようにしてカタログ名、スキーマ名、オブジェクト名の各部分から構成します。
1. 名前の各部分をそれぞれプロバイダの引用符 (DBLITERAL_QUOTE) で囲み、それらの間に DBLITERAL_CATALOG_SEPARATOR 文字を埋め込んで連結します。
注記: これは OLE DB 2.0 仕様で名前の各部分から完全な修飾名を構成する方法が変更された場合には変更することがあります。
2. 行セットがオープンされた後、SQL Server は IColumnsInfo インターフェイスを使用してテーブルの実行時メタデータがコンパイル時メタデータと同じであることを確認します。
3. SQL Server は IRowset インターフェイスを使用してテーブルの行をナビゲートし、消費します。行のフェッチには IRowset::GetNextRows 、行セットの先頭に戻るには IRowset::RestartPosition、行の開放には IRowset::ReleaseRows を使用します。
UPDATE および DELETE ステートメント
SQL Server 分散クエリによってリモート テーブルが更新または削除されるためには、次の条件が満たされなければなりません。
· プロバイダは、IopenRowsetによってオープンされた更新または削除されるテーブルの行セットに対してブックマークをサポートしなければなりません。
· プロバイダは、IopenRowsetによってオープンされた更新または削除されるテーブルの行セットに対して IRowsetLocate および IRowsetChange インターフェイスをサポートしなければなりません。
· IRowsetChange インターフェイスは更新メソッド (SetData) と削除メソッド (DeleteRows) をサポートしなければなりません。
· プロバイダが ItransactionLocal をサポートしない場合、UPDATE/DELETE ステートメントを使用できるのは、そのリンク サーバーに対して Non-transacted オプションがセットされていて、ステートメントがユーザー トランザクション中にない場合だけです。
· プロバイダが ItransactionJoin をサポートしない場合、UPDATE/DELETE ステートメントを使用できるのは、それがユーザー トランザクション中にない場合だけです。
更新されたテーブルに対してオープンされた行セットには次のプロパティが必須です。DBPROP_IrowsetLocate、DBPROP_IrowsetChange、および DBPROP_BOOKMARKS。行セット プロパティ The DBPROP_UPDATABILITY は、実行される操作が UPDATE であるか DELETE であるかによって、それぞれ DBPROPVAL_UP_CHANGE または DBPROPVAL_UP_DELETE に設定されます。
UPDATE または DELETE 操作の実行時には、プロバイダに対して次のような高レベルな手順が実行されます。
1. SQL Server は IOpenRowset インターフェイスをとおしてベース テーブル行セットをオープンします。この行セットは上記で述べたプロパティを必要とします。
2. SQL Server は更新または削除の条件を満たす行を決定します。
3. SQL Server は IrowsetLocate インターフェイスをとおして条件を満たす行の上にブックマークを位置決めします。
4. 更新操作には IRowsetChange::SetData、削除操作には IRowsetChange::DeleteRows を使用して、条件を満たす行に対して必要な変更を実行します。
INSERT ステートメント
リモート テーブルに対する INSERT ステートメントのサポート条件は、UPDATE および DELETE ステートメントに比べてやや緩やかです。
· プロバイダは挿入を行うためにオープンされたベース テーブルの行セットに対して IRowsetChange::InsertRow をサポートしなければならない。
· プロバイダが ItransactionLocal をサポートしない場合、INSERT ステートメントが使用できるのは、そのリンク サーバーに対して更新オプション Non-transacted がセットされていると同時に、ステートメントがユーザー トランザクション中にない場合だけである。
· プロバイダが ITransactionJoin をサポートしない場合、INSERT ステートメントを使用できるのは、ステートメントがユーザー トランザクション中にない場合だけである。
SQL Server は IOpenRowset::OpenRowset を使用してベース テーブルの行セットをオープンし、IRowsetChange::InsertRow を呼び出してその行セットに新しい行を挿入します。
パス スルー クエリ
このシナリオは「リモート クエリ」のシナリオと似ていますが、ただ ICommand コマンドに渡されるコマンド テキストはユーザーから供給されるコマンド文字列であり、SQL Server によって解釈されない点が異なります。SQL Server は ICommandText::SetCommandText を呼び出すときに、DBGUID_DEFAULT を方言識別子として使用します。DBGUID_DEFAULT は、プロバイダがデフォルト 方言を使用すべきであることを意味しています。このコマンド テキストから複数の結果セットが戻された場合、たとえば、コマンドが複数の結果セットを戻すようなストアド プロシージャを呼び出すような場合、SQL Server はコマンドから戻された最初の結果セットだけを使用します。
SQL Server が使用する OLE DB インターフェイスの一覧表は、付録 A 「SQL Server がコンシュームする OLE DB インターフェイス」を参照してください。
付録 A: SQL Server がコンシュームする OLE DB インターフェイス
下記の表は、SQL Server が使用するすべての OLE DB インターフェイスを一覧にしたものです。「必須の別」欄は、そのインターフェイスが SQL Server で必要になる最小限のOLE DB 機能、またはオプショナルであるかを示しています。特定のインターフェイスが必須となっていなくても、SQL Server はそのプロバイダにアクセスできますが、そのプロバイダに対しては一部の SQL Server に固有の機能または最適化が使用できません。
インターフェイスがオプショナルである場合、「シナリオ」欄に 6 つのシナリオのうちで特にそのインターフェイスを使用するものを 1 つ以上あげています。たとえば、ベース テーブル行セットに対する IRowsetChange インターフェイスは、オプショナル インターフェイスです。このインターフェイスは UPDATE および DELETE ステートメント中と INSERT ステートメントのシナリオ中で使用されます。このインターフェイスがサポートされない場合、そのプロバイダに対しては UPDATE、DELETE、INSERT の各ステートメントはサポートされません。ほかのオプショナル インターフェイスの中には「シナリオ」欄に「パフォーマンス」と記入されているものがありますが、これはそのインターフェイスによってパフォーマンスが全般に高くなることを意味しています。たとえば、IDBSchemaRowset インターフェイスがサポートされない場合、SQL Server は行セットを2度オープンしなければなりません。一度はメタデータのために、もう一度はクエリの実行のためです。IDBSchemaRowset をサポートすれば、SQL Server のパフォーマンスが改善します。
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	プロバイダの機能に関する情報を取り出し、初期化プロパティと必須プロパティを設定する。

DBPROP_INIT_TIMEOUT.
	

	
	IDBInfo
	オプショナル
	引用符リテラル、カタログ、名前、部分、区切り文字、文字、その他を取り出す。
	リモート クエリ。

	DB セッション オブジェクト
	IDBSchemaRowset
	オプショナル
	テーブル/列メタデータを取り出す。必要な行セット: TABLES、COLUMNS、PROVIDER_TYPES;

あれば使用されるその他の行セット: INDEXES.
	パフォーマンス、インデックス付きアクセス。

	
	IOpenRowset
	必須
	テーブル/インデックスで行セットをオープンする。
	

	
	IGetDataSource
	必須
	DB セッション オブジェクトから DSO に戻るために使用する。
	

	
	IDBCreateCommand
	オプショナル
	クエリをサポートするプロバイダのためにコマンド オブジェクト (クエリ) を作成するために使用する。
	リモート クエリ、パススルー クエリ。

	
	ITransactionLocal
	オプショナル
	トランザクション化された更新に使用する。
	UPDATE、DELETE、INSERT の各ステートメント。

	
	ITransactionJoin
	オプショナル
	分散トランザクションのサポートに使用する。
	ユーザー トランザクション中にある場合は、UPDATE、DELETE、INSERT の各ステートメント。

	行セット オブジェクト
	IRowset
	必須
	行をスキャンする。
	

	
	IAccessor
	必須
	行セット中の列にバインドする。
	

	
	IColumnsInfo
	必須
	行セット中の列についての情報を取り出す。
	

	
	IRowsetInfo
	必須
	行セット プロパティに関する情報を取り出す。
	

	
	IRowsetLocate
	オプショナル
	UPDATE/DELETE 操作に必要であり、インデックス ベースの照合を行う。ブックマークによる行の検索に使用される。
	インデックス付きアクセス、UPDATE および DELETE ステートメント。


	
	IRowsetChange
	オプショナル
	行セットに対するINSERTS/UPDATES/ DELETESに必要。ベース テーブルに対する行セットではINSERT、UPDATE、DELETE の各ステートメントに対してこのインターフェイスをサポートしなければならない。
	UPDATE、DELETE、INSERT の各ステートメント。

	
	IConvertType
	必須
	行セットがその列に対する特定のデータ型の変換をサポートするかどうかを確認する。
	

	Index
	IRowset
	必須
	行のスキャン。
	インデックス付きアクセス、パフォーマンス。

	
	IAccessor
	必須
	行セット中の列にバインドする。
	インデックス付きアクセス、パフォーマンス。

	
	IColumnsInfo
	必須
	行中の列に関する情報を取り出す。
	インデックス付きアクセス、パフォーマンス。

	
	IRowsetInfo
	必須
	行セット プロパティに関する情報を取り出す。
	インデックス付きアクセス、パフォーマンス。

	
	IRowsetIndex
	必須
	インデックスのある行セットでのみ必要。機能をインデックス付け (set range, seek) するために使用。
	インデックス付きアクセス、パフォーマンス。

	Command
	ICommand
	必須
	
	リモート クエリ、パス スルー クエリ。

	
	ICommandText
	必須
	クエリ テキストを定義するために使用。
	リモート クエリ、パス スルー クエリ。

	
	IColumnsInfo
	必須
	クエリ結果の列メタデータを取り出すために使用。
	リモート クエリ、パススルー クエリ。

	
	ICommandProperties
	必須
	コマンドから戻される行セットに対する必須プロパティを指定するために使用。
	リモート クエリ、パススルー クエリ。

	
	ICommandWithParameters
	オプショナル
	パラメータ化されたクエリ 実行に使用。
	リモート クエリ、パフォーマンス。

	
	ICommandPrepare
	必須
	メタデータ (ある場合に、パススルー クエリに使用) を取り出せるようにコマンドを準備する。
	リモート クエリ、パフォーマンス。

	Error オブジェクト
	IErrorRecords
	必須
	単一エラー レコードに対応する IErrorInfo インターフェイスへのポインタを取り出すために使用。
	

	
	IErrorInfo
	必須
	単一エラー レコードに対応する IErrorInfo インターフェイスへのポインタを取り出すために使用。
	

	任意のオブジェクト
	ISupportErrorInfo
	オプショナル
	特定のインターフェイスがエラー オブジェクトをサポートするかどうかを確認するために使用。
	


注記: Index オブジェクト、Command オブジェクト、Error オブジェクトは必須ではありません。しかし、サポートする場合は、「必須の別」欄が必須となっているインターフェイスが必要になります。
付録 B:リモート クエリの生成に使用する Transact-SQL サブセット。
SQL Server は SQL コマンド プロバイダによって評価されるクエリのために次のTransact-SQL 言語セブセットを使用します。
1. SELECT、FROM、WHERE、GROUP BY、UNION、UNION ALL、ORDER BY DESC、ASC、HAVING 句を伴う SELECT ステートメント。UNION と UNION ALL は SQL-92 エントリ レベルをサポートするプロバイダに対してのみ生成され、ODBC Core のみをサポートするプロバイダには使用されません。
2. SELECT 句:
· SELECT リスト中のスカラー サブクエリ。
· AS キーワードのない列エイリアス。
3. FROM 句。
· 明示的な結合キーワードは使用されません。内部結合を指定するためにはカンマで区切られたテーブルが使用され、リモート テーブルではその他のテーブルは指定されません。
· FROM (<nested query>) という形式をとるネストしたクエリ。
· AS キーワードのないテーブル エイリアス。
4. [NOT] EXISTS、ANY、ALL WHERE 句を伴うサブクエリ。
5. 式。
· 使用される集計関数: MIN([DISTINCT])、MAX([DISTINCT])、COUNT([DISTINCT])、SUM([DISTINCT])、AVG([DISTINCT])、COUNT(*)。
· 比較演算子: <、=、<=、>、<>、>=、IS NULL、IS NOT NULL。
· 論理演算子: AND、OR、NOT。
· 算術演算子: +、-、*、/。
6. 定数:
· 数値リテラルと通貨リテラルは必ず ( ) で囲まれる。
· 文字リテラルは''で囲まれる。
付録 C: SQL Server 固有のプロパティ
SQL Server 固有のプロパティ、SQLPROP_DYNAMICSQL と SQLPROP_NESTEDQUERIES は、IDBProperties によってサポートされます。これら 2 つのプロパティは SQLPROPSET_OPTHINTS という名前の SQL Server 固有のプロパティ セットの一部であり、PROPID 値が定義されています。プロパティ セット SQLPROPSET_OPTHINTS とこの 2 つのプロパティは次の定数を使用して定義されます。
extern const GUID SQLPROPSET_OPTHINTS = { 0x2344480c, 0x33a7, 0x11d1, { 0x9b, 0x1a, 0x0, 0x60, 0x8, 0x26, 0x8b, 0x9e } };

enum SQLPROPERTIES


{


SQLPROP_NESTEDQUERIES = 0x4,


SQLPROP_DYNAMICSQL = 0x5


};
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